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＝支会長のみなさんご協力をお願いします＝


	｢えさきたかし｣ホームページから
全国の組合員から４万通を超える「政策提言カード」をいただきました。ありがとうございます。

地域医療や介護・教育などの公共サービスの再生、賃金・雇用の安定や景気回復といったご意見が多く見受けられました。

自民党中心の政権によって、公共サービスは切り捨てられ、地域は悲鳴をあげています。　
	政権交代が実現した今こそ、公共サービスを再生させる時です。私は、自治労の組合員が働く場所が、この国の最前線であることを改めて実感しました。だからこそ、現場の声を届け、政治の力で、公共サービスの再生をはかる必要があります。皆さん、ともに声をあげましょう。

「えさき　たかし」は、自治労組合員の思いを国政に反映させるために奮闘します。




	

	（前号の続きから）

４月２２日～２３日に東京で開かれた「自治労安全衛生講座」には、様々な方たちから講演がありました。

野中幹男さん（自治体安全衛生研究会アドバイザー）の講演では、「メンタル疾患には、過重労働の現状（月の残業時間が１００時間又は、２～６カ月に月平均８０時間超え）がある」「安全衛生委員会の活性化やグループワークを行うことでメンタル疾患は減少する」と強調しました。
赤堀正成さん（労働科学研究所）の講演では、安全衛生法例として、「労安法は、事業者（会社）が持つべき責任についての法であり、健康に配慮することがかかれている。しかし、経団連か
	らの反発があり、“守らなくても”という考えが社会に蔓延している」とし、「人の命はお金には換えられない、イギリスのように安全衛生委員会に決定権を持たすことも必要だ」と訴えました。

金子雅臣さん（労働ジャーナリスト）の講演では、職場のパワーハラスメントについて、「パワハラの定義として、①人格・人間性を否定すること、②業務指導の範囲を超えていることが特にあげられる」と述べました。

最後に中央本部　岡本書記長が、「大阪の現業の集会に出席した時、みんな、あいさつの最後に『ご安全に』と付けていた。災害の多い職場だからかもしれないが、本日講座を終えた方々も『ご安全に』」と締めくくりました。



みんなで応援に行こう！！



　

	津別町職 野球部練習のお知らせ

　
来週、月・水・金曜日の朝６時から１時間、練習を予定しています

◎場所：達美野球場

身体を動かしたい方も気軽に参加して、朝から気持ちのいい汗を流しましょう！差し入れもＯＫです。


	


所得確保で食の安心と安全を　　2010.4.30

	少し遅くなりましたが４月24日（土）農林水産大臣政務官の舟山やすえさんを招いて農業問題、特に畑作の戸別所得補償制度のあり方などについて講演や意見交換そして陳情会が行われました。私は、この会の座長代行として全日程に参加し、多くの農業団体や農業者の率直な声を聞かせてもらいました。
　これまでの農政が農業・農村が厳しい状況に直面している流れをなんら変えられなかった率直な意見など今日までの取り組みを反省した上で、国家の基本戦略の一つとしての食糧政策と位置付け、大幅な政策の転換を図るという「食糧・農業・農村基本計画」の着実な実行が
	確認された意義のある会議であったと思います。
個々の農家の取り組みではなく、私たち国民一人ひとりの行動と理解がこれからの日本の「食の安心と安全」を作り出すポイントであると改めて認識しました。
　これからも畑作の戸別所得補償制度をはじめ酪畜や水産、林業の所得確保のため頑張っていく決意です。
　当日は農業関連の６団体のトップ・役員の皆様、行政の方々そして報道機関の多くの方に集まって頂いた事に感謝申し上げます。
【日下太朗ＨＰから】

	








津別町職の対戦相手は小清水町職です！








◎組み合わせ及びチームオーダー表、そしてマネージャーは、来週お知らせします
























































































































































